




要約:ファロー四徴症心内修復後患者 35 例を対象に、1.5 から 8.8 年(平均 5.1 年)の間に

2 回以上トレッドミル運動負荷を行い、運動能の経時的変化を検討した。初回検査時の心

臓病管理指導区分による運動生理学的指標の差は継続してみられ、運動能は経時的には大

きく変化しないと考えられる。また、10 歳以下の年少児では十分な負荷が行えず、各指

標の絶対値だけでは比較できない場合があり、運動能の評価には注意が必要と思われる。


